
政府が初の関連イベント開く
月５日は「世界津波の日」

千
客
万
来
の
ニ
ッ
ポ
ン
へ
、求
め
ら
れ
る
国
土
強
靱
化

世界津波の日フォーラム

巨大津波災害に備える
ための国土強靱化の役割

「
稲
む
ら
の
火
」と
は
　

　
村人を救った稲束
私財で堤防建設も

「
世
界
津
波
の
日
」「
津
波
防
災
の
日
」

「稲むらの火」の
史実に基づき制定

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
未
来
へ

い
の
ち
を
守
る
防
災
教
育
の
挑
戦
津波防災の日
啓発イベント
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松本国土強靭化担当相二階衆院議員

仁坂和歌山県知事藤井氏（内閣官房参与）の講演

藤井氏ら３氏のディスカッション平野さんの「語り」

　
旧
暦
の
１
８
５
４
年
（
安

政
元
年
）

月
５
日
、
安
政

南
海
地
震
に
よ
る
津
波
が
現

在
の
和
歌
山
県
広
川
町
を
襲

っ
た
際
に
、
地
元
の
事
業
家

で
ヤ
マ
サ
醤
油
七
代
目
当

主
、
濱
口
梧
陵
（
は
ま
ぐ
ち

ご
り
ょ
う
）
が
収
穫
し
た
ば

か
り
の
稲
む
ら
（
稲
束
）
に

火
を
つ
け
、
暗
闇
の
中
で
逃

げ
遅
れ
た
村
人
た
ち
を
高
台

に
導
い
た
と
い
う
実
話
。

　
自
分
の
財
産
を
投
げ
打

ち
、
危
険
を
顧
み
な
い
犠
牲

的
精
神
に
感
動
し
た
明
治
の

文
豪
、
小
泉
八
雲
（
ラ
フ
カ

デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
）
が
ス
ト

ー
リ
ー
を
英
文
で
物
語
化
。

後
に
濱
口
と
同
郷
の
教
員
、

中
井
常
蔵
が
和
訳
し
て
、
１

９
３
７
年
（
昭
和

年
）
か

ら

年
間
、
小
学
校
の
国
語

の
読
本
に
掲
載
さ
れ
た
。

　
濱
口
の
功
績
は
津
波
発
生

時
の
行
い
に
と
ど
ま
ら
ず
、

多
額
の
私
財
を
投
げ
う
ち
海

辺
に
堤
防
を
建
設
。
被
災
者

の
た
め
の
住
宅
も
提
供
し

た
。

　
堤
防
建
設
に
当
た
っ
て
は

地
元
の
被
災
者
を
雇
用
。
仕

事
を
与
え
、
日
当
を
支
払
う

こ
と
で
地
域
の
人
々
の
離
散

を
食
い
止
め
た
。

　
堤
防
「
広
村
堤
防
」
は
長

さ
６
０
０
㍍
、
高
さ
５
㍍
、

幅

㍍
ほ
ど
で
、
そ
の
後
に

起
き
た
昭
和
南
海
地
震
（
１

９
４
６
年
、
昭
和

年
）
の

津
波
か
ら
も
町
を
救
っ
た
。

　
堤
防
は
現
在
も
史
跡
と
し

て
残
さ
れ
て
い
る
。

　
「
世
界
津
波
の
日
」
は
昨

年

月

日
、
国
連
で
日
本

を
含
め
て
１
４
２
カ
国
が
共

同
提
案
し
、
採
択
さ
れ
た
も

の
。

　
決
議
の
具
体
的
内
容
は
①


月
５
日
を
「
世
界
津
波
の

日
」
と
す
る
②
早
期
警
報
、

伝
統
的
知
識
の
活
用
、
「
よ

り
良
い
復
興
」
を
通
じ
た
災

害
へ
の
備
え
と
迅
速
な
情
報

共
有
の
重
要
性
を
認
識
す
る

こ
と
―
な
ど
。

　

月
５
日
は
１
８
５
４
年

（
安
政
元
年
）
、
旧
暦
の


月
５
日
、
安
政
東
海
地
震
に

伴
う
大
津
波
が
現
在
の
和
歌

山
県
広
川
町
を
襲
っ
た
際

に
、
稲
む
ら（
稲
束
）の
灯
で

村
人
た
ち
を
高
台
に
避
難
さ

せ
た
実
業
家
、
濱
口
梧
陵
の

史
実
に
基
づ
く
も
の
。
和
歌

山
県
選
出
の
二
階
俊
博
衆
院

議
員
が
各
国
に
対
し
、
こ
の

日
を「
世
界
津
波
の
日
」と
す

る
よ
う
働
き
か
け
て
い
た
。

　
日
本
で
は
東
日
本
大
震
災

が
発
生
し
た
２
０
１
１
年
の

６
月
、

月
５
日
を
「
津
波

防
災
の
日
」
と
す
る
法
律

（
津
波
対
策
の
推
進
に
関
す

る
法
律
）
が
制
定
さ
れ
て
い

た
。
同
法
で
は
津
波
対
策
に

関
す
る
観
測
体
制
の
強
化
、

調
査
研
究
の
推
進
、
防
災
対

策
の
実
施
な
ど
を
規
定
。
同

日
に
各
地
で
防
災
訓
練
や
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
が
行
わ
れ

て
い
た
が
、
「
世
界
津
波
の

日
」
の
名
の
も
と
に
行
わ
れ

る
事
業
は
今
回
が
初
め
て
と

な
っ
た
。

内閣府による防災ＶＴＲの上映 松本内閣府副大臣

大方中学校の発表 釜石中学校の発表

「津波防災ひろめ隊」のゆるキャラたちと 佐賀中学校の発表

女優の中江さんらが登壇 今村氏（東北大学）の講演資料

　
内
閣
官
房
国
土
強
靭
化
推

進
室
が
開
催
し
た
「
世
界
津

波
の
日
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
、

津
波
な
ど
巨
大
災
害
に
備
え

る
国
土
強
靭
化
に
関
す
る
情

報
の
共
有
、
意
見
交
換
が
目

的
。
国
土
強
靭
化
に
取
り
組

む
実
務
家
と
し
て
、
塚
越
保

祐
氏
（
世
界
銀
行
駐
日
特
別

代
表
）
、
ビ
ク
ト
ル
・
オ
レ

ジ
ャ
ー
ナ
氏
（
チ
リ
共
和
国

内
務
省
国
家
緊
急
対
策
室
次

官
）
、
藤
井
聡
氏
（
内
閣
官

房
参
与
、
京
都
大
学
大
学
院

教
授
）
の
３
氏
が
登
壇
し
、

講
演
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

し
た
。

　
今
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
国
土
強
靭
化
基
本
計
画

は
、
災
害
時
の
人
命
の
保
護

や
被
害
の
最
小
化
、
迅
速
な

復
旧
復
興
を
目
指
し
て
、
東

京
一
極
集
中
か
ら
の
脱
却
な

ど「
自
立
・
分
散
・
協
調
型
」

の
国
土
形
成
や
、
ハ
ー
ド
と

ソ
フ
ト
の
各
対
策
を
適
切
な

組
み
合
わ
せ
で
行
お
う
と
い

う
も
の
。

　
塚
越
氏
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
と
イ
ン
ド
で
起
こ
る
サ
イ

ク
ロ
ン
被
害
に
つ
い
て
、
避

難
路
や
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置

な
ど
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
ん

で
い
る
こ
と
で
死
者
が
激
減

し
て
い
る
現
状
を
解
説
。

　
オ
レ
ジ
ャ
ー
ナ
氏
は
チ
リ

政
府
が
国
民
へ
の
防
災
教
育

に
力
を
入
れ
、
災
害
時
の
被

害
者
減
少
に
成
果
を
上
げ
て

い
る
実
績
を
述
べ
た
。

　
藤
井
氏
は
災
害
を
機
に
経

済
成
長
が
止
ま
っ
た
国
の
具

体
例
を
挙
げ
、
政
府
が
進
め

る
国
土
強
靭
化
計
画
の
重
要

性
を
訴
え
た
。

　
主
催
者
か
ら
松
本
純
・
国

土
強
靭
化
担
当
相
、
来
賓
か

ら
二
階
俊
博
・
衆
院
議
員
、

仁
坂
吉
伸
・
和
歌
山
県
知
事
、

三
浦
惺
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
ジ

ャ
パ
ン
推
進
協
議
会
会
長
が

あ
い
さ
つ
し
た
。

　
松
本
氏
は
「
東
日
本
大
震

災
で
は
、
津
波
に
よ
り
１
万

８
千
を
超
え
る
死
者
ま
た
は

行
方
不
明
者
を
出
し
た
。
現

在
、
東
北
は
復
興
が
進
ん
で

い
る
が
、
先
の
震
災
に
限
ら

ず
、
歴
史
上
多
く
の
被
害
を

経
験
し
て
い
る
。
今
後
も
大

規
模
な
自
然
災
害
を
決
し
て

避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
防
災
、
減
災
に
資
す
る

国
土
強
靭
化
の
取
り
組
み
を

推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
。

　
世
界
津
波
の
日
の
制
定
を

提
唱
し
た
二
階
氏
は
、
「
世

界
津
波
の
日
（
の
意
義
）
を

理
解
す
る
こ
と
は
、
人
々
の

命
を
救
う
こ
と
に
つ
な
が

る
。
罪
も
な
い
人
々
が
被
害

に
あ
わ
れ
る
こ
と
を
、
わ
れ

わ
れ
政
治
家
は
見
過
ご
す
こ

と
は
で
き
な
い
。
津
波
防
災

へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
皆
が
協

力
し
て
行
え
ば
、
ほ
と
ん
ど

の
人
の
命
を
救
う
こ
と
が
で

き
る
。
政
治
が
力
を
入
れ
て

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
。

　
津
波
か
ら
多
く
の
人
々
の

命
を
救
っ
た
江
戸
時
代
の
事

業
家
、
濱
口
梧
陵
の
物
語

「
稲
む
ら
の
火
」
の
舞
台
、

和
歌
山
県
の
仁
坂
知
事
は

「
濱
口
梧
陵
は
史
上
初
め
て

津
波
に
勝
っ
た
人
だ
。
稲
む

ら
に
火
を
付
け
て
人
々
を
避

難
さ
せ
、
命
を
救
っ
た
だ
け

で
な
く
、
今
後
の
生
活
を
守

ら
ね
ば
と
私
財
を
投
げ
う
っ

て
堤
防
を
作
り
、
家
を
建
て

替
え
る
な
ど
し
た
。
人
々
の

命
を
救
う
防
災
。
わ
れ
わ
れ

は
濱
口
の
名
誉
に
か
け
て
、

一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
」
。

　
国
土
強
靭
化
に
取
り
組
む

団
体
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
ジ
ャ

パ
ン
推
進
協
議
会
の
三
浦
会

長
（
日
本
電
信
電
話
会
長
）

は
「
協
会
は
産
学
官
民
の
オ

ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
（
強
靭
化
）
立
国
を
目

指
そ
う
と
一
昨
年
７
月
に
設

立
さ
れ
た
。
今
後
想
定
さ
れ

る
首
都
直
下
型
地
震
、
南
海

ト
ラ
フ
地
震
を
考
え
る
と
、

大
規
模
災
害
に
対
す
る
ハ
ー

ド
、
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
の
総

合
的
対
策
は
喫
緊
の
課
題

だ
。
国
民
一
人
ひ
と
り
に
国

土
強
靭
化
に
対
し
て
正
し
い

理
解
を
し
て
も
ら
お
う
と
い

う
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
大
変

意
義
深
い
」
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
冒
頭
、
フ

リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
語
り

部
の
平
野
啓
子
さ
ん
は
実
話

に
基
づ
い
た
物
語
「
稲
む
ら

の
火
」
を
感
情
豊
か
に
朗
読

し
、
客
席
か
ら
喝
采
を
集
め

た
。

　
内
閣
府
が
開
催
し
た
「
津

波
防
災
の
日
啓
発
イ
ベ
ン
ト

『
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を

未
来
へ
』
」
で
は
、
東
日
本

大
震
災
に
よ
る
津
波
の
被
害

を
受
け
た
岩
手
県
釜
石
市
の

釜
石
中
学
校
と
、
南
海
ト
ラ

フ
地
震
で
被
害
が
想
定
さ
れ

る
高
知
県
黒
潮
町
の
大
方
中

学
校
と
佐
賀
中
学
校
の
生
徒

が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
行
う
防
災

教
育
の
取
り
組
み
を
発
表
し

た
。

　
釜
石
中
学
校
は
、
震
災
前

か
ら
津
波
を
想
定
し
た
訓
練

な
ど
防
災
教
育
を
行
い
、
そ

の
成
果
で
生
徒
の
ほ
ぼ
全
員

が
災
害
時
に
無
事
に
避
難
し

た
。

　
防
災
の
専
門
家
、
片
田
敏

孝
氏
（
群
馬
大
学
大
学
院
教

授
）
の
指
導
に
基
づ
き
、
地

域
に
伝
わ
る
「
津
波
て
ん
で

ん
こ
」
（
津
波
の
時
は
各
自

ば
ら
ば
ら
で
も
と
に
か
く
逃

げ
て
自
分
の
身
を
守
る
）
の

教
え
を
実
践
し
た
も
の
だ
。

　
ま
た
高
知
県
黒
潮
町
の
二

つ
の
中
学
校
が
現
地
か
ら
中

継
で
参
加
。
地
域
合
同
の
避

難
訓
練
の
実
施
や
防
災
マ
ッ

プ
作
り
、
自
衛
隊
員
に
よ
る

防
災
講
話
の
聴
講
な
ど
、
学

校
で
進
め
て
い
る
防
災
教
育

の
事
例
を
紹
介
し
た
。

　
基
調
講
演
し
た
東
北
大
学

災
害
科
学
国
際
研
究
所
所
長

の
今
村
文
彦
氏
は
、
地
震
と

津
波
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に

つ
い
て
分
か
り
や
す
く
解

説
。
災
害
へ
の
備
え
に
も
言

及
し
、
「
最
低
７
日
間
の
食

料
備
蓄
が
必
要
」
と
し
た
。

　
元
・
釜
石
市
消
防
防
災
課

長
の
末
永
正
志
氏
と
、
東
日

本
大
震
災
当
時
、
釜
石
市
の

中
学
校
に
在
籍
し
た
群
馬
大

学
２
年
の
小
笠
原
舞
さ
ん
、

女
優
で
作
家
の
中
江
有
里
さ

ん
は
、
専
門
家
の
講
演
や
各

中
学
校
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
感
想
を
述
べ
た
。

　
中
江
さ
ん
ら
は
、
「
自
分

の
身
は
自
分
で
守
る
」
「
普

段
の
心
構
え
が
大
切
」
「
防

災
教
育
を
子
供
だ
け
で
な
く

大
人
た
ち
に
浸
透
さ
せ
る
こ

と
が
大
事
」
「
食
料
と
水
分

は
３
日
分
、
防
災
袋
に
ま
と

め
て
い
た
が
、
話
を
聞
い
て

考
え
が
甘
い
と
思
っ
た
。
災

害
は
い
つ
、
ど
こ
で
起
き
る

か
分
か
ら
な
い
。
防
災
意
識

を
さ
ら
に
高
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
述
べ
た
。

　
「
津
波
防
災
の
日
」
は
東

日
本
大
震
災
を
機
に
２
０
１

１
年
５
月
に
制
定
。
内
閣
府

は
「
世
界
津
波
の
日
」
と
も

な
っ
た
「
津
波
防
災
の
日
」

の

月
５
日
に
、
各
地
で
防

災
を
啓
蒙
す
る
事
業
を
行
っ

て
い
る
。

　
松
本
洋
平
・
内
閣
府
副
大

臣
は
主
催
者
を
代
表
し
て
あ

い
さ
つ
。
内
閣
府
が
「
津
波

防
災
ひ
ろ
め
隊
」
に
起
用
し

て
い
る
全
国
各
地
の
「
ゆ
る

キ
ャ
ラ
」
も
登
場
し
、
観
覧

者
ら
に
災
害
へ
の
十
分
な
備

え
を
訴
え
た
。

　
国
連
が
昨
年

月
制
定
し
た
「
世
界
津
波
の
日
」
を
初
め
て
迎
え
た

月
５
日
、
政

府
主
催
の
初
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
が
東
京
都
内
で
行
わ
れ
た
。
巨
大
津
波
な
ど
災
害
に
備

え
る
た
め
の
「
国
土
強
靭
化
」
や
、
人
々
の
日
頃
か
ら
の
備
え
に
つ
い
て
、
研
究
者
や

防
災
教
育
に
関
わ
る
人
々
ら
が
そ
の
重
要
性
を
訴
え
た
。
国
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客

を
呼
び
込
も
う
と
す
る
観
点
か
ら
も
、
災
害
に
強
い
国
づ
く
り
は
も
は
や
喫
緊
の
課
題

だ
。
観
光
業
界
に
携
わ
る
一
人
ひ
と
り
が
真
剣
に
考
え
た
い
。


